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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

４０７１２００５４９

医療法人　海洋会

評価結果確定日

・ほんわかハウスの主人は入居者お一人お一人であり、入居者の意思
及び人格が尊重されお一人お一人のペースや希望に添って自由にあり
のままに暮らして頂いています。
・地域や家族との結びつきを重視し、季節ごとに行事を計画し、季節
感を味わって頂く事や日々の暮らしに自信と喜びをを持って暮らすこ
とが出来るよう支援しています。
・自然豊かな立地を生かし、入居者様の能力が最大限に生かされ、
ゆったり穏やかに生活を送っていただけるよう支援しています。

http://www.kaigokensaku.jp/

緑あふれる自然に囲まれた市街地に位置する。敷地内に同法人のクリ
ニック、介護老人保健施設があり、道を挟んでグループホーム別館が
ある。職員は家庭的な雰囲気を大切に、利用者と関り、地域との交流
を通じて、理念の実践に取組んでいる。入居者一人一人についてアセ
スメントやモニタリングを行い、できる事や希望に沿って介護計画が
作成され、支援が行われている。
年間の研修計画や新人研修が整備され、安心して働ける環境に配慮し
ている。グループホーム独自で毎日、小規模避難訓練（一日5分程
度、緊急連絡網の確認や地震、風水害についての確認）を行い、日頃
から災害対策に備え、意識付けている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム　ほんわかハウス

０９２－８０５－５６５８

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項目番号

項　　　　　　目

2 2

4 3

6 5

外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1 1

地域に開かれたホームとしての理念を作
成しており、ユニットミーティング時に
理念を唱和し、理念に沿ったケア及び地
域交流が図れているかを確認している。

事業所独自の理念があり、月１回のミー
ティング時に職員で唱和している。近隣
の米屋、魚屋に食材を注文したり、地域
との結びつきを大切にしている。事業所
の行事を通して地域住民との交流を図っ
ている。利用者のできる事、意向や希望
に沿って支援を行い、日々理念の実践に
取組んでいる。

地域運営推進会議や夏祭りなどに地域の
方をお招きし入居者・ご家族・職員との
間で交流を図っている。

事業所主催の夏祭りを開催し、地域に案
内を配布している。敬老会では地域の保
育園を招いたり、九州場所開催時、相撲
取りの慰問の際には地域の子どもを招待
している。法人全体で老人クラブの方と
一緒に日帰りのバスハイクを企画し、職
員が参加している。地域住民から体操教
室開催の要望があり、事業所職員が公民
館に出向き、体操教室を開催した。

3 ―

運営推進会議を活用し、医療や介護の情
報を発信したり、老人会からの要望があ
るため勉強会を開催したりしている。ま
た、地域貢献の一環としてバスハイクの
支援を行っている。

２ヶ月に１回の頻度で会議を開催してい
る。議題として現状報告や行事日程、研
修会の参加日程などの報告を行ってい
る。会議での意見や提案に関しては、議
事録を作成後全職員に回覧を行って、
サービスの向上のために実践している。

2ヶ月に1回、運営推進会議を開催してい
る。老人会会長、民生委員、地域包括支
援センターの参加がある。会議と一緒に
お花見や消防訓練を開催する時は利用者
の参加がある。事業所の活動報告や、地
域の状況について意見交換が行われてい
る。評価への取組みについても報告を行
う予定である。

5 4

介護保険証の更新申請や介護報酬の請
求、生活保護の入居者に関してなど理解
し得ない事柄があった場合、電話やＦＡ
Ｘだけでなく、役所に出向いて相談する
ようにしている。

介護保険の更新手続きや、入居者の住所
変更時には利用者と一緒に市役所に出向
き、手続きを行っている。新しい制度の
手続きなど、不明な事があればその都
度、問合せを行っている。

身体拘束についての勉強会を開催し、外
部研修への参加をしている。その中で、
「身体拘束をしないことの意義」につい
て周知徹底を図っている。具体的には、
ほんわかハウスの定める「身体拘束廃止
委員会」にて毎月話し合いを行ってい
る。

利用者の外出傾向を把握し、一緒に散歩
したり、事業所で協力してドライブでの
気分転換を図っている。身体拘束につい
て事業所の基本方針が明文化され、身体
拘束廃止委員会が設置されている。月1回
委員会が開催され、身体拘束についての
現状を報告し、代替策について検討が行
われ、拘束をなくすためのケアに取組ん
でいる。 社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

10

7 ―

高齢者虐待防止についての勉強会を開催
し、外部研修への参加をしている。法律
の中身だけでなく、日々のケアの中でど
ういったことが虐待に繋がりまた虐待に
なるかを学んでいる。また入浴や更衣時
には全身の肌の様子をしっかりと確認す
るように努めている。

事業所内で勉強会を開催したり、外部研
修に参加している。対象者は居ないが、
活用できるように努めている。

管理者や職員は、外部研修や伝達研修で
制度について学ぶ機会がある。利用者の
家族へは、パンフレット等を利用して制
度について説明し、案内を行っている。

9 ―

契約には十分な時間をとり、利用者・ご
家族の不安が無くなるまでお話しを伺っ
た後に、契約についての説明を行い理解
を頂いている。事前に想定されること
や、ハウスでの生活の様子など事例を交
えてお話しをさせて頂くことで安心感を
得て頂いている。

8 6

7

日常の来訪時に職員から不満や意見また
要望などがないか、一声かける配慮を
行っている。法人内には苦情相談窓口を
設けている。

職員は日々の会話を通して、利用者の希
望を聞いている。家族の来所の際には、
積極的に声かけを行い、意向を把握する
よう努めている。運動したいとの希望が
あれば、朝夕にテレビ体操を行う機会を
設けたり、外食や野球観戦に出かけた
り、毎日のドライブを行い利用者の願い
を運営に反映させている。

11 8

月に１度のミーティング時や個別に時間
を設けられる機会に現場職員の意見を聞
き、運営に反映させることが出来るよう
努めている。

利用者のケアに関する意見は、ミーティ
ング時に職員と管理者で話し合いを行
い、実践に摂り入れている。管理者は
ミーティング前に職員にアンケートを記
入してもらい、意見が出やすいよう工夫
している。

12 ―
勤務時間や勤務形態に関して現場からの
意見があった場合には、現場の状況に応
じて環境整備を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

13 9

採用において性別、年齢、経験等での選
別は行っていない。配属に関しては、本
人の個性や配属先の状況に応じて行って
いる。また現場の職員に関しても、一人
ひとりの個性や能力に応じた役割を提供
し、仕事にやりがいや達成感を感じるこ
とが出来る職場環境作りに努めている。

採用選考にあったって、性別や年齢を理
由に排除することはない。職員の希望休
や有休はシフトに摂り入れている。資格
取得のための希望休の取得や、研修に参
加できるよう配慮されている。約10日間
の新人研修を設け、安心して働けるよう
取組んでいる。

14 10
勉強会をおこなったり、外部研修に参加
し人権教育・啓発活動に取り組んでい
る。

一部職員は人権に関する外部研修に参加
している。月1回のミーティング時に、外
部研修に参加した職員による伝達研修が
行われている。

15 ―

内部研修と外部研修に関しては、年間計
画を立てて研修を実施している。また、
認知症実践者研修など経験や能力に応じ
た形で研修参加が出来るよう支援してい
る。

16 ―
ＧＨが集まるいとの会に入っており、情
報交換を行っている。

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17 ―

入居前の本人、家族との面談やホームの
見学を行っている。入居前の生活をもと
に継続した生活環境づくりに努めてい
る。

18 ―
訪問時や電話をかける時に不安や要望等
を伺う機会を設けている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19 ―
ほんわかハウス利用だけでなくニーズを
把握したうえで適切なサービスの紹介を
行っている。

20 ―

食事作りや洗濯等の家事仕事を提供して
いる。また、自ら進んで行える環境づく
りに努めている。お互いに支え合う関係
作りに配慮しながら支援している。

21 ―

ご本人からの要望、状況の変化等あった
際、家族に報告すると共に以後のケアに
反映している。家族の協力が重要である
ことをご理解頂き、共に支え合える関係
を深めている。

22 11
ご家族や親戚、ご友人の来訪がある。ま
た、外出支援の際に馴染みの場所を通る
ようにしている。

入所時に、これまでの生活暦の聞き取り
を行っている。職員は日々の会話の中で
利用者の馴染の場所や人を把握してい
る。年賀状のやり取りを支援したり、携
帯電話は自由に使用ができよう配慮され
ている。家族や親戚、地域の友人などの
訪問があればいつでも面会できるよう支
援している。

23 ―

利用者同士の相性に配慮しながら、ス
タッフが必要に応じて間に入り利用者の
橋渡しをしている。また、他ユニットの
入居者との交流も図っている。

24 ―
家族からの相談や問い合わせがある時に
対応を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

25 12

日常生活の様子や会話の中から思いや暮
らし方の希望、意向の把握に努めてい
る。意思表示が困難な方は、ご家族の意
向を尊重している。また、職員間で話し
合いを行い検討いる。

日常生活のなかで声掛けをおこない、利
用者の思いや希望等を把握するようにし
ている。また、発語が出来ない利用者に
対しては筆談により、意向を確認した
り、意思疎通が困難な利用者は、表情や
行動により思いを汲み取ったり、家族や
主治医、作業療法士等の専門職より情報
を得るようにしている。

26 ―

ご本人やご家族から情報を得てこれまで
の暮らしの把握に努めている。また、新
しい情報は随時追加を行い共有してい
る。

27 ―
申し送りや生活記録に残して把握してい
る。また、ご本人の生活リズムを把握す
るように努めている。

28 13
ご本人やご家族の意向を元にミーティン
グ時にカンファレンスを行い、また、医
療との連携を図り計画を作成している。

本人や家族の意向を確認しながら、本人
が出来ることを中心にミーティングやカ
ンファレンスで話しあっており、個別に
具体的な計画が作成されている。６ヶ月
に１回、また利用者の状態変化や状況に
応じて、介護計画を見直しており。その
際は、本人や家族に説明を行い、署名・
押印をもらっている。

29 ―
日々の様子を記録に残し職員間で共有し
ている。それを参考に評価・見直しを
行っている。

30 ―
ご本人やご家族の希望、要望を把握し併
設の施設や協力機関と連携をとりなが
ら、ニーズに合った支援を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31 ―
運営推進会議にて情報の交換を行ってい
る。また、地域の夏祭り等のイベントに
参加している。

32 14

本人、ご家族の希望する医療機関を受け
られるよう支援している。また、併設の
クリニックと医療連携日報を用い密に
行っている。

利用開始前のかかりつけ医からの診療情
報提供書により情報収集し、既往歴や服
薬状況を把握している。家族が受診に付
き添える場合は依頼しているが、家族が
付き添えない場合は職員が付き添い、受
診後に家族へ結果を報告している。

33 ―
併設クリニックの看護師に普段と違う様
子があれば連絡を取り、相談や対応、指
示を仰いでいる。

34 ―

入院時より担当医、看護師と連絡を取り
早期に退院できるように努めている。ま
た、入院時に必要な情報をまとめたカル
テを準備している。

35 15

入居時に重度化・終末期における意向を
確認し、状態の変化ごとに再確認を行っ
ている。また、看取り時の対応について
も説明を行っている。ターミナルケアに
ついての勉強会を行っている。

重度化や終末期のあり方について、事業
所の対応方針が明文化されており、利用
開始時に家族等へ説明を行っている。利
用者や家族の意向を大切にしながら、状
況変化に応じて、主治医や家族、職員で
話し合い合意を図っている。

36 ―
勉強会を行っている。また、緊急時の対
応についてのマニュアルを作成してい
る。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

37

年に２回消防署に届出を行い訓練を行っ
ている。また、マニュアルを作成してい
る。関係機関、地域の方に訓練を見て頂
きアドバイスを受けている。

災害マニュアルを作成している。年に２
回、夜間を想定した避難訓練を消防署の
協力を得て実施している。運営推進会議
で参加を呼びかけ、町内会長や民生委
員、地域包括支援センターの参加があ
る。毎日５分程度、小規模避難訓練（緊
急連絡網の確認、地震、風水害について
の確認等）を実施している。事業所内に
飲料水や備品、非常用食料を準備してい
る。

16

40 ―
利用者本位の視点に立ち、ご本人のペー
スや状態に合ったケアを心掛け実践して
いる。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

38 17
自尊心を傷つけないよう、また周囲へ配
慮した声かけを心掛けている。記録類
は、専用の棚で管理をしている。

さりげない言葉掛けや対応に配慮してお
り、特に排泄面では、「トイレ」とは言
わずにジャスチェーで伝えたり、耳元で
話しかけたりと周囲に気付かれないよう
に誘導している。新人研修にプライバ
シーに関する内容を組み込んでおり、職
員の意識向上を図っている。管理者は言
動や関わり方について点検し、気になる
ことがあれば、個別に指導している。

39 ―

日頃からコミュニケーションを図り思い
を伝えられるよう良好な関係作りをして
いる。また、選択肢を設けたりご本人に
尋ねるようにし希望を実現できるよう努
めている。

41 ―

出張理容サビースがある際、希望に沿っ
て散髪をして頂いている。更衣時や外出
時にもご本人に服を選んで頂いている。
毎朝鏡の前に立ち髪をとく等の身だしな
みができるよう支援している。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

42 18

旬の食材を調理して提供している。ま
た、何が食べたいかや好きな物を伺い料
理や献立を作成している。一緒に下準備
や料理をつぎ分けてもらう等、調理に参
加して頂いている。

職員と利用者は一緒に野菜を切ったり、
盛り付けたり、準備や片づけを行ってい
る。利用者に食べたいものを尋ねなが
ら、月替わり・週替わりで献立を作成し
ている。玄関先の花壇でミニトマトを栽
培し、利用者と一緒に収穫している。収
穫した野菜は食材として使用し、旬の味
を楽しんでいる。

44 ―

食後、臥床時、就寝前に行っている。自
立の方は、ご本人のペースに合わせてい
る。週１回歯科医の往診があり、指示・
指導を受けている。

46 ―
便秘に効く食材、水分摂取、運動、腹部
マッサージを行い薬だけに頼らないよう
努めている。

43 ―
食事や水分の摂取量が把握できるように
食事記録に記入している。摂取量の少な
い時の補食を準備している。

45 19

排泄表を活用してパターンの把握をし、
その方に合ったトイレの声かけや誘導を
行っている。上げ下げがしやすい衣類や
布パンツ、リハビリパンツやパッドの検
討をご本人の状態に合わせて検討してい
る。

利用者一人ひとりのサインを把握し、ト
イレ誘導をしている。尿意のない利用者
については、排泄チェック表にて排泄リ
ズムを把握し時間を決めて誘導してい
る。おむつやパッド類は尿量や時間帯に
より種類を変更しており、ミーティング
で話し合いながら見直している。通気性
や不快感の軽減を目的に布パンツの着用
を勧めている。失禁した場合は周囲に気
付かれないように対応している。

47 20
声かけやご本人の希望を聞き、希望に
沿って入浴の支援をしている。

毎日入浴できるように浴室は準備してい
る。夕食後も入浴ができるようにしてお
り、一人ひとりにあわせた入浴支援が行
われている。入浴を嫌がる利用者に対し
て、声掛けする職員を変えたり、機嫌を
よくして声掛けをおこなったり、入浴剤
を使ったりと楽しめるよう工夫してい
る。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

48 ―

ご本人の希望やタイミング、様子により
休息や就寝をして頂いている。リビング
にあるソファーでも休息できるように
クッションやひざ掛けを準備している。
就寝時は気持ちよく休まれるよう寝具や
居室の気温に気をつけている。

50 ―
好きな活動や作業を見つけ、達成感や自
信に繋がるよう支援している。

52 ―

希望される方は、お金を所持されてい
る。個人のお金の預かり管理は行えない
ことをご家族に説明し、立替えができる
旨を伝え、希望に応えられるよう努めて
いる。

49 ―

各入居者の処方箋を確認し、薬の効果や
副作用、用法の把握に努めている。服薬
時、飲み忘れや誤薬がないよう確認を
行っている。医療機関と連携し症状の変
化時などは、記録に残し報告を行ってい
る。

51 21

外食支援や季節が感じられるような所へ
のドライブ、催し物への参加ができるよ
う支援している。また、散歩や外気浴へ
の支援もしている。ご家族との外出や外
泊も行けるようにしている。

散歩やドライブを毎日行っており、利用
者の希望に応じて、日常的に外出を支援
している。家族と協力しながら、プロ野
球観戦に行ったり、温泉に行ったりと普
段は行けないような場所に出かけられる
よう支援している。

53 ―

電話をかけたいと希望された時は、電話
をかけ話しができるように支援をしてい
る。また、手紙も希望された時は、書い
て頂いている。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

54 22

季節の花や飾り物を飾り、皆さんが作っ
た作品や写真を展示して和みや楽しみを
感じて頂けるようにしている。また、
カーテン、障子で調整いている。

照明の色合いや強さに配慮し、リビング
には、利用者が作成した作品や季節の花
が飾られている。利用者がゆっくり過ご
すことができる畳のスペースもあり、家
庭的で生活感を感じる居心地がよい共用
空間となっている。

56 23
ご本人が使い慣れた家具や道具、テレビ
等を持参して頂いたり、写真を飾り居室
で居心地よく過ごせるようにしている。

居室は和室、洋室がある。馴染みの箪笥
や椅子、机等の家具が持ち込まれてお
り、思い出の写真やポスター、本人の作
品も飾られている。本人が過ごしやすい
よう、家具の配置にも配慮しており、居
心地がよい居室となっている。

57 ―

ベッドやテーブル、椅子の高さを調整
し、手摺や場所の表示を行い本人の状
態・動線に合わせて、安全な環境作りと
自立した生活が送れるように努めてい
る。

55 ―

テーブルやソファーを配置し、気の合っ
た利用者同士でゆっくり寛げる場所を設
けている。玄関先には、ベンチを設置し
外気浴等利用できるように設置してい
る。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

　①毎日ある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項目番号
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58 ―
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

59 ―
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60 ―
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

61 ―
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62 ―
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

63 ―
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64 ―
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65 ―
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66 ―
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

67 ―
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68 ―
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

69 ― 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70 ―
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1 1
理念にあるお一人お一人のペースに添って
「ゆっくり」、一緒に、楽しく」に努め実践
している。

2 2
地域との交流も兼ね、夏祭りなどの行事に参
加していただいたりしている。近くのスー
パーを利用している。

3 ―
地域運営推進会議を活用し、介護又は認知症
についての情報を発信している。

4 3
現状報告や行事の際、意見や感想をいただ
き、ケアの実践にいかしている。

5 4
運営推進会議の開催時に参加を呼び掛けてい
る。わからない事があるときは、市の担当者
より指示を頂いてる。

6 5

戸外へ出られる際は必ず職員が付き添い、日
中玄関は施錠していない。スピーチロックし
ないことを意識し、入居者様の意思を尊重
し、対応している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7 ―

高齢者虐待についての勉強会を行っている。
また入居者に原因不明の内出血等を発見した
時など、記録に残し、ミーティング内のリス
クマネジメント会議にあげている。

8 6
定期的に権利擁護についての勉強会を開催
し、制度の理解に努めている。

9 ―
契約には十分な時間をとり、説明を行い理解
して頂けるよう努めている。

10 7

不満や意見また要望などを伺える機会を設け
ている。日常の来訪時に職員から一声かける
配慮を行い、不満や意見・要望などを伺える
機会を設けている。法人内には苦情相談窓口
を設けている。

11 8 職員の意見や提案を聞く機会を設けている

12 ―
勤務時間や勤務形態に関して現場からの意見
があった場合には、現場の状況に応じて環境
整備を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

13 9

職員の採用にあたっては人物重視としており
性別年齢等での判断はしていない。
採用後の配置については、所属先の状態を見
ながら適正な部署への配置を検討している。

14 10
定期的に勉強会を開催し、人権教育・啓発活
動に努めている。

15 ―

内部研修に関しては、現状に即した形で年間
計画を立て、職員一人一人にあった研修を実
施している。また認知症実践者研修や経験や
能力に応じた形で外部研修参加が出来るよう
支援している。

16 ―

近隣のグループホーム等と情報の共有をとっ
ている。
交流会に参加し勉強会を通じてケアにやくだ
てている。

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17 ―

入居される前に、ご家族及びできるだけご本
人にもほんわかハウスを見学していただき、
ご本人やご家族の困っていることや要望など
を聞いている。本人に見学いただけない場合
は、こちらから訪問し、面談させていただい
ている。

18 ―

入居される前に、不安や要望などを聞いてい
る。また来訪時に細かい部分をお聞きし、ご
家族の思いも出来るだけ受け入れるようにし
ている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19 ―
ご本人・ご家族・管理者などと話し、ご本人
が今必要とされている事を検討し、必要に応
じた支援をしている。

20 ―

食事の準備や洗濯物(干す・たたむ)などをお
願いし、できない部分は一緒に行っている。
一緒に生活することを念頭にスタッフが利用
者からアドバイスや意見をいただけるような
関係作りに努めている。

21 ―

毎月のお便りや来訪されたときにご本人の状
況をお伝えしたり、行事を案内し一緒に参加
していただいている。ご本人とご家族とで外
出されることもある。

22 11

ドライブ等で以前居住されていた所を通った
りしている。馴染みの場所などがＴＶに出て
いると本人に声をかけたり、日常の会話の中
に取り入れている。

23 ―

利用者同士がお互いの部屋へ行ったり、一緒
に散歩・外出・会話等を通してお互い支えあ
えるような機会を作っている。ご自分では上
手く関われない人などにはスタッフが一緒に
なって関われるようにしている。歌やゲーム
などスタッフも入り、皆さんで楽しまれる機
会を作っている。

24 ―

サービスが終了したご家族から手紙などを頂
くことがあり、その際お返事はしている。こ
ちらから連絡をとったりはしていないが、ご
家族から連絡を頂いたり、来訪されることが
ある。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

25 12

ドライブに行きたい方、静かに過ごしたい方
へと各々のサービスを職員で分担し実践し意
向に沿うように努めている。「その人らし
さ」を大切にし、本人本位に検討している。

26 ―

日常の会話や、ご家族が来訪された時等に情
報を拾い、生活歴やこれまでの暮らし方を記
録に残し、スタッフ全員が把握し支援できる
ように努めている。

27 ―
毎日の生活記録・申し送り等で個人の情報を
把握し、その日の行動・過ごし方を見て、そ
の時にあったケアができるよう努めている。

28 13
ケアプラン作成時に、現状に伴ったケアの方
法を検討し、ご本人の思いやご家族との相談
も含めた介護計画を作成している。

29 ―

日々の様子や状態変化を生活記録とし、個人
で記録している。毎日のケアチェックも行
い、介護計画の見直しに努めている。就業前
に生活記録を読み、申し送りなどで最新の状
態を把握し、実践できるように努めている。

30 ―

本人・ご家族の希望に添えられるよう柔軟に
対応できるよう努めている。その都度話し合
い、併設の施設や協力機関などと、連携をと
り支援を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31 ―
町内会・高校生・保育園児などを招いて、行
事に参加していただいてる。又、地域主催の
祭りなどにも案内を頂き、参加している。

32 14

入居の際、ご家族と話し合い、かかりつけ医
を決めている。２週間に一回の定期診察して
いただいている。また、急性の疾患の時は専
門医を紹介してもらい、その都度受診してい
る。

33 ―

協力医療機関の看護師と医療連携日報での情
報のやり取りや巡回時に相談している。
また、体調の変化や心身の変化に気をつけ、
必要に応じて報告・相談している。

34 ―
入院された場合、時々面会に行き、ご本人の
表情や様子を知り、病院のスタッフと情報交
換を行っている。

35 15

入居時に重度化・終末期における意向を確認
している。
また、状態が変化したときなど節目ごとにご
家族・Ｎｓ・Ｄｒ、職員と方針を確認、共有
している。またはご家族・医師とで面談を
行っている。

36 ―

定期的に緊急時の対応についての勉強会を
行っている。リスクマネジメントとして、日
常のヒヤリハット等を書面化したものをユ
ニット・事業所内で回覧・共有し、シミュ
レーション・実践につなげている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

37 16
年に２回大規模訓練を行い、その内１回は消
防署に立ち会ってもらっている。

40 ―

利用者本意の視点に立ち、個人のペースに
合った生活・ケアを心掛けている。その日の
状況に応じて、出来る限りご本人の希望に合
わせた支援を行っている。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

38 17
入居者の「その人らしさ」を理解し、自尊心
を傷つけないような言葉かけ、言葉遣いに注
意しながら対応している。

42 18

好きなものなど嗜好を把握し、献立を組んで
いる。また、季節の旬の食材や、行事に適し
た献立なども考えり、盛り付けなども考慮し
ている。

39 ―
利用者が理解できる言葉や単語を用いて、働
きかけている。選択肢を設けるなどして、自
己決定できるように支援している。

41 ―

化粧品や身だしなみ用品はすぐ使いやすい場
所に置いている。ご自分で選ばれたものは尊
重しながらも季節感に合った身だしなみにな
る様声掛けしながら支援している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

44 ―
日々の口腔ケアの他に、歯科医往診にて指導
をうけている。1人1人に合った声掛け・支援
を行っている。

46 ―

服薬だけに頼らず、まずは水分補給を促した
り、食物繊維を多く含んだ食材を使用した
り、散歩などの声掛けにて適度な運動などに
繋げ、改善に取り組んでいる。

43 ―

食事量・水分量が個人で把握できるよう記録
している。摂取量が不足しがちな方は、栄養
補助飲料を提供している。また、補食とし
て、好まれる食品や飲料を提供している。個
人の咀嚼・嚥下機能の状態に合わせた形態に
変えている。

48 ―

排泄の一体化した個人での睡眠の記録をと
り、出勤スタッフがリズムや状況を把握でき
るようにし、その時の一人一人の体調・生活
習慣など状況に応じて対応できるようにして
いる。、必要な方には、日中休憩を取ってい
ただいている。

45 19

1人1人の排泄記録を作り、パターンを予測し
てケアを行っている。その方に合った、パッ
トを使用し、できるだけ自立に向けた支援を
行っている。

47 20

頻度や時間帯、できるだけご本人の希望を尊
重した声掛け・入浴の支援を行っている。要
介助者がほとんどで、できるだけスタッフ層
が厚い時間帯に入っていただいてる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

50 ―

家事・散歩など、生活歴を活かし、活動でき
る場面を、担当職員を中心に計画し、提供し
ている。その時に興味を示されるものなどを
スタッフ間で共有し支援につなげている。

52 ― 個人のお金の預かりは行っていない。

49 ―

処方されている薬を一覧表にまとめ、目的・
用法・用量などを明記している。他、薬の変
更・追加等を医療連携日報・生活記録にて確
認・把握している。

54 22

リビングでは、各入居者様が過ごしやすい家
具の配置にし、照明の色合いや強さなども工
夫している。カーテン・障子などで光を調節
している。季節に応じて正月飾り・雛壇など
を飾っている。

51 21
近所のスーパーへ買い物や、ドライブ等その
時の状況に応じて、個人で出掛けたり、少人
数で出掛けたり支援している。

53 ―
電話については要望があればかけていただい
ている。個人で携帯電話を持たれている方
は、自由に連絡をとられている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

56 23
使い慣れた家具の設置や道具・写真を持参し
て頂いている。バックグラウンドを活用し、
馴染みのものを置いている。

57 ―

車椅子でも通れる通路の確保や、ベッドの高
さ・家具の配置など、ご本人の状態・動線に
合わせて安全に生活できるよう設置してい
る。また、表示・説明方法を一人ひとりに合
わせて工夫している。角ばったところの保護
などにも工夫している。

55 ―

食事の席は入居者の関係を考慮して席を決め
ているが、それ以外は自由に移動して頂いて
いる。気の合う利用者同士で過ごせる机やソ
ファーの配置や、ホールにもソファー・玄関
先にベンチなどを配置し、状況に応じて居室
へお誘いしたり、ひとりになれる空間作りを
心がけている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

○ 　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1 1

地域に開かれたホームとしての理念を作成し
ており、ミーティングの時に、スタッフ全員
で理念の唱和をし理念の共有に努めている。
また、理念に沿ったケアが実践できているか
確認している。

2 2

日常的な交流は行えていないが、運営推進会
議や夏祭りなどに地域の方をお招きし、入居
者・職員との間で交流を図っている。また、
地域の高校、保育園の行事やお祭りなどにお
招きを頂き参加したりしている。近隣のケー
キ屋さんにお茶をしに出かけたり、買い物に
行ったりしている。

3 ―
運営推進会議を通じて、施設の現状や、介護
や認知症に関しての情報を発信している。

4 3

２ヶ月に１回の頻度で運営推進会議を開催し
ている。議題としては現状報告や行事予定、
ハウスで行っている勉強会の内容などについ
て情報交換を行い助言をいただいている。

5 4

地域包括支援センターより運営推進会議に参
加して頂き、助言をいただいている。分から
ない事がある時は、市の担当者に連絡をし指
示、助言をいただいている。

6 5

ほんわかハウスで定める「身体拘束防止委員
会」にて毎月話し合いを行っている。夜間帯
の１人待機の１９時半～７時以外の時間は施
錠せずに、自由に外に出て行かれる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7 ―

高齢者虐待についての勉強会を行っている。
原因不明の内出血等を発見した時などは記録
やヒヤリハットとしてあげて、予防策など考
える機会をミーティングの時に設けて話し
合っている。

8 6

ハウスで勉強会を開催したり、外部研修に参
加したりしている。また、勉強会の資料を作
成する時にネットで調べたりしている。制度
の利用が必要な方や情報を知りたい方にはそ
の都度支援を行っている。

9 ―

契約には、十分な時間をとり、利用者、ご家
族が不安などがなくなるまで話を伺ったり説
明を行い、納得、理解されたうえで契約をし
て頂くようにしている。また、改定等の際に
も説明会を開いたり、必要に応じて個別での
説明を行い、ご理解、了承をいただいてい
る。

10 7

不安や意見を言いやすいように来訪時などに
職員の方から不満や要望などを伺ったり、入
居者の近況を報告するようにしている。法人
内に苦情相談窓口を設けている。

11 8
年に２回職員の考えを直接言伝える機会を設
けている。

12 ―
勤務時間や勤務形態については現場からの意
見があった場合には、現場の状況に応じて環
境整備を行っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

13 9

職員の採用に関しては人物重視としており年
齢性別等で判断はしていない。採用後の配置
については、所属先の状態を見ながら適正な
部署への配置を検討している。

14 10

人権啓発に関しての資料などの回覧をし共有
をしている。研修会などにも参加するように
しており、参加できない時は、ハウスでの勉
強会を行っている。

15 ―

内部研修に関しては、現状に即した形で年間
計画を立て、職員一人一人にあった研修を実
施している。また、経験や能力に応じて認知
症介護実践者研修や管理者研修などに参加で
きるように支援している。

16 ―
いとの会に参加しており、その活動を通じて
情報交換や交流、勉強会を行っている。ま
た、研修などの際に交流の機会がある。

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17 ―

本人の生活習慣について把握し、困っている
ことなど課題を捉える為にも、寄り添うなが
ら信頼関係を築けるように取り組んでいる。
入居前の様子などを面談の際に伺い入居時い
かせるようにしている。記録や申し送りなど
で職員全員で情報共有している。

18 ―

入居前に面談を行い、困っている事や要望な
どを伺っている。 面会時には近況を伝えた
り家族の意見を尋ねたり、話しやすいように
コミュニケーションを取るように心がけてい
る。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19 ―
入居前に本人とご家族と面談を行い要望など
を伺っている。面談時の情報を基に職員間で
意見を出し合い対応に努めている。

20 ―

本人の意思を尊重し、本人のペースで生活し
て頂けるよう支援している。また、家事など
できることは一緒に行い出来る能力を引き出
せるように努めている。入居者より社会の常
識や知恵などを教わる事で職員の成長が見ら
れることもある。

21 ―

来訪時には近況報告を行ったり、分からない
ことはご家族に尋ねたり相談をしながらケア
を行っている。夏祭りなどの案内をご家族に
送り、参加して頂き、一緒に過ごす時間を
作っていただいている。

22 11
地域の祭りに参加したり、馴染みの方との連
絡などを希望される場合は支援している。年
賀状を出したりされる方もいる。

23 ―

一緒に歌を歌ったり、レクリエーションやド
ライブに出かけたり働きかけている。 コ
ミュニケーションが困難な方には職員が間に
入り支援している。席の配置や親しい方でも
距離などにも気をつけ交流できるよう支援し
ている。

24 ―
退去が決まった後も、その後の様子など連絡
を取り合っている。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

25 12

希望などを伝える事が可能な方はケアプラン
のアセスメントの聞き取りを行っている。困
難な方は生活の中で観察し、職員間でも話し
合いカンファレンスを行っている。

26 ―

入居前の面談時に情報を頂いているが、入居
後もご本人、ご家族にその都度お話を伺って
いる。生活の中で、会話や行動から出てくる
情報をくみ取りケアに役立てるようにしてい
る。

27 ―
記録や申し送りで心身の状態の変化を把握で
きるように少しの変化でも記録に残し、全員
で課題把握に努めている。

28 13

ご本人ご家族の意向をもとにカンファレンス
を行い問題点や課題について話し合う機会を
設けて、それを基に介護計画を作成してい
る。意思の確認が困難な方は生活の中からご
本人の意向をくみ取っている。

29 ―

生活記録に残し申し送りを行っている。ミー
ティングや特変がある場合はカンファレンス
に記入し各職員の意見をいつでも交換し情報
共有できるようにしている。

30 ―
併設の施設や協力機関と連携をとり支援に取
り組んでいる。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31 ―

山笠見物や地域主催の夏祭りなどに参加した
り、町内会の方や高校生、保育園児を招いて
夏祭りなど季節の行事に参加して頂いてい
る。

32 14

入居当初に意向を伺い必要に応じて他科受診
を支援している。 より良い医療が受けられ
るよう主治医とご家族の話し合いができる機
会を設けている。

33 ―

協力医療機関の看護師と医療連携日報での情
報のやり取りを行い、体調の変化が見られる
時は速やかに連絡を取り指示を受けている。
常に連絡が取れるようになっている。

34 ―

入院時には情報提供をご家族に了承を得て
行っている。経過退院時については、ご家族
や病院と連絡相談を行い早期退院できるよう
に努めている。

35 15

入居時に重度化、終末期においての指針につ
いての説明を行っている。また状態の変化に
応じて、医療を交えた今後の対応について話
し合い行い本人、ご家族の意向を確認してい
る。

36 ―
定期的に救急救命の講習を受けている。急変
時の対応についての勉強会を行っている。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

37 16

毎日時間を決めて５分程度の小規模訓練を行
い記録をしている。年２回は大規模訓練を行
い、１回は消防署立ち合いのもと行ってい
る。また、運営推進会議も兼ねて地域の方に
参加して頂き助言をいただいている

40 ―

お一人お一人の過ごし方を把握し、どう過ご
したいか相談しながらケアをすすめている。
希望に添えない時は、他の提案をしたり話し
合いをしている。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

38 17

自尊心を傷つけないような言葉かけや行動に
注意しながらケアにあたっている。トイレや
お風呂などにドアとは別にカーテンを設置し
ている。記録類は生活空間ではなくスタッフ
ルームに保管している。

42 18

お一人お一人の好みなどを把握し、調理方法
を工夫したり、他のものを提供したりしてい
る。また、季節の物を取り入れたり下準備を
一緒にして頂いたりしている。

39 ―

言動を制限しないように見守りの中自由に過
ごせるよう支援している。理解できる単語や
言葉を用いて働きかけ自己決定できるよう支
援している。

41 ―

髪、顔など身だしなみを整え過ごして頂ける
よう声掛け、支援している。また服などはご
本人の好みの色、柄などを選んで着れるよう
準備したり、声掛け自己決定できるよう支援
している。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

44 ―

食後の声掛けを行い、歯磨きができるよう支
援している。歯磨きが困難な方には緑茶での
うがいやスポンジでブラッシング介助を行っ
ている。

46 ―

ヨーグルトなどの乳製品や看護師からのアド
バイスで大根おろしなどを摂取して頂いて
る。毎日体操なども行っている。排泄の状況
を把握する為に排泄記録をつけている。

43 ―

お一人お一人の食事量などに応じ、嗜好品を
把握して食事やおやつ、補食を提供してい
る。食事量、水分摂取量を記録し足りない場
合はお好きな物などで補うようにしている。

48 ―

以前から使用されている寝具を使用して頂い
てる方もおられる。夜間目が覚め眠れない時
は、水分を提供したり、話を伺い安心できる
よう支援している。リビングで過ごされてい
る時などきつそうな時は休息の声掛けを行っ
たりしている。

45 19

排泄記録をもとに各入居者の排泄間隔や量な
どを把握し、トイレの声掛け、誘導など行
い、その方にあったパットを選んだりしてい
る。また、オムツ使用の方でもトイレに座っ
ていただく事で排泄される時もある。

47 20

ご本人の希望がある場合は自由に入浴して頂
いている。また、入浴表をつけ間隔があいて
いる方に声掛けを行い入るか決めて頂いてい
る。拒否がある場合は無理強いしないように
している。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

50 ―

習慣や楽しみ事などアセスメントで得た情報
を基に本人にあった事や力を活かせるような
家事や作業を役割として活動できるように支
援している。

52 ―
本人の希望があり、ご家族が理解を得ている
方にはご本人で所持管理して頂き、買い物を
希望される時は買い物支援をしている。

49 ―

薬の変更や開始時は記録、申し送りをして状
態の変化に気をつけ医療連携日報に記録し受
診時に看護師や主治医に報告を行っている。
処方箋は個人のお薬手帳に貼りカルテに入れ
ている。

54 22

暦を見えやすい所に設置し、季節に応じた花
を飾ったり、貼り絵を一緒に作成し飾ったり
し季節を感じられる工夫をしている。室温な
どは直接尋ねたり、体に触れて確認を行って
いる。光などについても尋ねてカーテンや廊
下の電気などで調整している。

51 21

希望や意見を聞きながらその時の状態に応じ
てドライブに出かけたりしている。また希望
をかなえられるように計画を立て季節の行事
に出かけたり、外食に出かけたりしている。
野球観戦がお好きな方にはドームへ野球観戦
に出かけた。

53 ―

希望される場合は自由に電話できるよう支援
している。手紙を書かれる場合は一緒に文章
を考えたりと手紙が書けるよう支援してい
る。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

56 23
ご自宅で使い慣れた家具を持ち込んだり、ご
家族の写真などを飾ったり安心できる居室に
なるよう工夫している。

57 ―

居室から廊下、リビングまで手すりを設置し
ている。トイレや風呂場に気づけるように暖
簾を設置したり、居室がわかるよう表札をつ
けている。

55 ―
気の合う方同士同じテーブルに席を設けた
り、離れて一人で過ごせる空間をつくってい
る。
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63 ―
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64 ―
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

61 ―
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62 ―
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

59 ―
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60 ―
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

項目番号
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58 ―
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）
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福岡県　グループホームほんわかハウス（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成29年10月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 ― 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70 ―
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

67 ―
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68 ―
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

65 ―
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66 ―
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）
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